
SALE WEEK 15

           usc

COMMENTS

MICRON INDEX EMI on USD                               MICRON INDEX 2021-2026

  USD

MAIN BUYERS/BALES

TECH- 5,162 EWE- 4,048 PJM- 3,184

TYN- 2,872 SQA- 2,842 FOX- 1,928

AME- 1,726 PLC- 1,492 UNT- 1,068

MLW- 543 GSA- 534 MOD- 242

NEXT SALES

WEEK 17 (20-21/OCT)

SYDNEY 6,296 BALES

MELBOURNE 16,502 BALES

FREMANTLE 4,085 BALES

TOTAL 26,883 BALES TO BE OFFERED

<Motohiro Sydney Office>

US$13.31

US$12.62

US$9.79

頭重い。USDベース：▼～1％

ベタータイプ堅調。USDベース：横ばい

US$5.42

US$7.95

頭重い。USDベース：▼～1％

頭重い。USDベース：▼～1％

頭重い。USDベース：▼～1％

Motohiro Weekly Market Report
9-Oct-26

The Australian wool market eased this week as the largest national offering in five weeks tested buyer appetite.

Fine Merino wool and better-style, well-measured descriptions continued to attract solid competition. The designated Sydney superfine sale

highlighted the increasingly pronounced quality differentiation. Strong competition was seen from the opening lot, with traders again leading the

buying and Chinese processors following. Importantly, even poorer-specification superfine wool was not neglected, suggesting reasonable

underlying demand despite the larger catalogue. The comparison highlights that the strongest benefit has flowed to fine and superfine Merino

producers, consistent with the widening premiums evident across the market.

With the Week 17 offering forecast to fall to around 26,883 bales, reduced supply may again provide some price support, although buyer selectivity

and the widening premiums for quality and specification are likely to remain key market features.

今週の羊毛市場は、引き続き番手や品質ごとに強弱マチマチな展開となった。先週までと同様に細番手、加えてNM・RWSといった認証系羊毛のベタースペック
タイプは、引き続き堅調に推移する一方で、主に中国市場向けの格落ちタイプや、20ミクロン以上の中番手から太番手にかけては頭の重い値動きが続いている。
番手差や品質差による値差の拡大は、見方によっては羊毛本来の伝統的な価値基準によって選別されるという、羊毛市場全体が本来あるべき価格体系に収束しつ
つある過程とも捉えることができそう。
しかしながら、実際のところは国慶節休み明けの中国市場の動きが想定以上に鈍いこと、即ち中国方面の低調な原料市況を反映した格好と言えるだろう。現時点
では数量は限定されるものの、欧米市場に一定量の需要が見込める細番手やサステナ系のベタータイプを、中国の大手メーカーが中心となって追いかけていると
いう構図。
今週のシドニーセンターでは、今シーズン最初のスーパーファインセールが開催された。上述のように、スーパーファインタイプの競合自体は終始活発だった
が、いずれにせよ総量が限られるため、マーケットインディケーターに与える影響は限定されているのが実情。
このところ為替市場では、中東やウクライナ情勢をはじめとする地政学リスクの浮き沈みによる燃料価格の変動や、不安定な金利や株価により、資源通貨の一つ
である豪ドルはやや不安定な値動きが続いている。現在の羊毛相場は、市況低調時の特徴の一つとして、こうした為替の振幅による圧力を受けやすい環境にある
と言える。
来週のセールは出市量が大きく減少し、2万俵台半ばまで落ち込む予定。供給量の急減はシンプルに価格支援要因として機能しそうだが、現状、買い手の買付ス
タンスは番手及び品質にセレクティブな傾向が強まっていることから、マーケットでは要る要らないによるロットごとの値差がさらに拡大しそう。
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